
科学的な調査や住民・農家の意向調査にもとづき、防災や暑熱対策、高齢者を含

む住民の健康維持、安心な農作物の供給等の社会課題の解決を図るために、屋敷

林、里山等の緑と農地、住宅が一帯となった「緑農住」まちづくりを進めます。 

 新しい「緑農住」まちづくり 

生きがい・健康づくり 新鮮・安全な食料 

涼しい環境づくり コミュニティ防災 

7,200万円程度 

（事業期間３年間） 



〇 ガイドライン策定とパイロット事業の実施を通じ「緑農住」まちづくりを進めます 

 ・ 緑や農地と住宅が混在した市街地やニュータウンを対象に、各種観測機器による調 

   査や住民・農家を対象とした意向調査等を通じ、防災や住民の健康、農業経営等の 

   観点にもとづく、「緑農住」まちづくりガイドラインのプロトタイプを策定する。 
 

 ・ 策定されたガイドラインのプロトタイプにもとづき、具体の事例地域においてパイ 

   ロット事業を実施し、プロトタイプの検証を行ない、「緑農住」まちづくりガイド 

   ラインを確立することで、「緑農住」まちづくりを進める基盤を構築する。 

〇「緑農住」まちづくりが推進されることで、災害や夏の暑さに強く、高齢者を含む 

  様々な世代が健康に楽しく暮らせるコミュニティが、各地に形成されます。  

事業実施による効果 

事業内容の詳細 


